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０ か ら 始 め る ｉ ア プ リ （ ４ ）

ｉ アプ リ を プ ロ グ ラ ミ ン グ する 際に必要なの は Javaと い う プ ロ グ ラ ミ ン グ言語 の基礎知 識です 。

独 自 の 命 令 や 駆 使 し て プ ロ グ ラ ミ ン グ を す る わ け で す が 、 Ja vaと い う ベ ー ス に な っ て い る 言 語 を知 ら

な いで プ ログ ラム を記述する こ と は あ り得ません 。

本 節 で は 、 新 規 プ ロ ジ ェ ク ト を続 け て 作 る際 の 注 意 事 項と 、 簡 単 な Jav aプ ロ グ ラ ミ ン グ の 作法 を体

得 しま し ょ う 。

１ ． 新 規 プ ロ ジ ェ ク ト を作 成 す る

新規にプ ロ ジ ェ ク ト を作 成する 場合は 、注 意が必要で す 。

継 続 し て 、 プ ロ ジ ェ ク ト を 作 成 す る 場 合 に は 、 左 記 の よ う に な っ て い る は ず

です 。

こ こ に は 、 メ イ ン ク ラ ス 名 と 使 用 さ れ て い る 、 ～ . j a v aフ ァ イ ル 名 が 列 挙 さ れ

てい ます 。

新 規 に プ ロ ジ ェ ク ト を 作 成 す る 場 合 に は 、 こ の Mk01 . j a vaと い う ソ ー ス フ ァ イ

ル を一 旦移動し て 、 新規に作 成し なけ ればな り ま せ ん 。

こ こ に そ の フ ァ イ ル を 登 録 し た ま ま 新 規 に 作 成 し て し ま う と 、 そ の フ ァ イ ル を

削除 せざ る を得な く な っ て し ま う か らです 。

① デス ク ト ッ プ上の ［ マ イ コ ン ピ ュ ー タ ］ → (C : )→ [kyouzai ]を開き ま す 。
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② Mk01 . j avaを デ ス ク ト ッ プに 移動し ま す 。

③ ｉ ア プ リ 開発 TOOLを ア ク テ ィ ブ に し 、 [削 除 ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

④ [OK]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。 （ メ イ ン ク ラ ス が削 除され ます ）

⑤ メ イ ン ク ラ ス欄を ク リ ッ ク し 、 [BACKSPACE]キ ー を押し て 、 Mk01と い う名前 を削除し ます 。

⑥ [新規プ ロ ジ ェ ク ト ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

⑦ Mk02と入力し ま す 。

⑧ [保存 ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ます 。

⑨ [追加 ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ます 。
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⑩ Mk02と入力し 、 [OK ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

（ メ イ ン ク ラ ス に Mk02が追加 され ます ）

２ ． 基 本 的 な Javaの ソ ー ス を書 き ま し ょ う

【 課題２ 】画面を黒 く塗 り つ ぶ し 、縦 方向中央 に 、 「 通話中 」 と白い 文字で表 示させ な さい 。

① [編 集 ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

② 次のソ ース を入力し ま す 。 -------------------------------------------------------

import com.n t tdocomo .u i .* ;

pub l i c c l as s Mk02 extends IApp l i ca t i on {

pub l i c vo i d star t ( ) {

D i sp lay .se tCur ren t (new Mk02d ( ) ) ;

}

}

c l ass Mk02d extends Canvas {

i n t w , h ;

pub l i c Mk02d ( ) {

w=ge tWid th ( ) ;

h=g etHe igh t ( ) ;

}

p ub l i c vo i d pa i nt (G raph i cs g ) {

g . lock ( ) ;

g . setCo l o r( g .ge tCol o rOfRGB(0 , 0 , 0) ) ;

g . f i l l Rec t (0 , 0 ,w ,h ) ;

g . setCo l o r( g .ge tCol o rOfRGB(255 ,255 ,255) ) ;

g . drawSt r i ng ( "通話 中 " ,0 ,h/2 ) ;

g . un l ock ( t rue) ;

}

}

- -----------------------------------------------------------------------------
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③ メモ帳画面 で 、 [フ ァ イ ル ]→ [上書き保存 ]を選び ます 。

（ 画面上、 と く に変化はあ り ま せん ）

④ ｉ ア プ リ 開発 TOOLの画 面上で 、 [ビ ル ド ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

⑤ [ビ ル ド ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

（ [ビ ル ド ]ボタ ン を ク リ ッ ク す る と 、 ソ ー ス が正し ければ以下のよ う に メ ッ セ ージ が表示さ れ ます 。

→ →

（ ソ ー ス が 不 適 切 な 場 合 は メ ッ セ ー ジ を 参 考 に 、 メ モ 帳 画 面 で 再 確 認 し 、 再 び 上 書 き 保 存 し 、 [ビ ル

ド ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 再 ビ ル ド を試み ます 。 ）
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⑥ DoJaの ほ う の 、 [動作テ ス ト ]ボタ ン を ク リ ッ ク し 、 動作確 認し ます 。

⑦ エ ミ ュ レ ー タ 画面の [× ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 DoJaエ ミ ュ レ ー タ 画面を閉じ ま す 。

⑧ いち お う 、 ｉ － JADEの ほ う で も確 認し ま す 。 ｉ － JADEの ほ う の 、 [動 作テス ト ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

（ 若 干 、 画面 サ イ ズ が違 う こ と を確認 し ま す 。 し か し 、 い ち お う縦 方 向の 位置 は両 方と もほ ぼ中央 にあ

り ま す 。 ）

⑨ エ ミ ュ レ ー タ 画面の [× ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 ｉ － JADEエ ミ ュ レ ー タ画面 を閉じ ま す 。

【 ワ ン ポ イ ン ト 】 メ イ ン ク ラ ス は い っ た ん移 動 す る

ｉ ア プ リ で 開 発 TOOLで は 新 規 に プ ロ ジ ェ ク ト を 作 成 す る 際 、 以 前 の ～ . j a vaフ ァ イ ル を 削 除 し な く て

は な り ま せん 。

せ っ か く 入力 して ビ ル ド し た ソ ー スは と っ て お き た い もので すよね 。

そ こ で 、 一旦 作 業 フ ォ ル ダ を開 き 、 そ の 中 か ら つ く っ た 、 ～ . j a vaフ ァ イ ル を移 動し 、 そ し て 、 新た に新

規 メ イ ン ク ラ ス を 作成 し ま す 。 こ の と き に 、 メ イ ン ク ラ ス 名は フ ァ イ ル を削 除 し た だけ で は 、 消 え ま せ んの

で 手動で消 して く だ さ い 。

そ う し な い と 、 次に作 る メ イ ン ク ラ ス で ビ ル ド の際に エ ラ ー にな っ て し ま い ま す 。

かな らず 、 メ イ ン ク ラ ス 名は ソ ー ス内 のそれ と 一致し ていな く てはな ら な いのです 。
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３ ． Javaの ソ ー ス の基 本 構 造 を理 解 し ま し ょ う

本 節 の ソ ー ス で は あ え て 、 Jav aの 基 本 的 な構 造 を 理 解 し て も ら う た め に 、 多 め の ソ ー ス を入 力 し て

も らい ま し た 。

-----------------------------------Mk02 . j a va---------------------------------

01 : import com .n t tdocomo .u i . * ;

02 : pub l i c c l ass Mk02 ex tends IApp l i ca t i on {

03 : pub l i c vo i d star t ( ) {

04 : D i sp lay .se tCur ren t (new Mk02d ( ) ) ;

05 : }

06 : }

07 : c l ass Mk02d extends Canvas {

08 : i n t w , h ;

09 : pub l i c Mk02d ( ) {

10 : w=ge tWid th ( ) ;

11 : h=g etHe igh t ( ) ;

12 : }

13 : pub l i c vo i d pa i nt (G raph i cs g ) {

14 : g . lock ( ) ;

15 : g . setCo l o r( g .ge tCol o rOfRGB(0 , 0 , 0) ) ;

16 : g . f i l l Rec t (0 , 0 ,w ,h ) ;

17 : g . setCo l o r( g .ge tCol o rOfRGB(255 ,255 ,255) ) ;

18 : g . drawSt r i ng ( "通話 中 " ,0 ,h/2 ) ;

19 : g . un l ock ( t rue) ;

20 : }

21 : }

--- ----------------------------------------------------------------------------

Javaでは プ ログ ラム を い く つ か の ブ ロ ッ ク に分けて記 述し ます 。

上 記 の ソ ー ス で も 、 よ く み る と 、 { と } で 区 切ら れた い く つ か の 部 分に 分 かれ る こ と に 気づ く は ずで

す 。

pub l i c c l a ss Mk02 extends IApp l i ca t i on と い う部 分 と 、 c l as s Mk02d extends Canvas で す 。

ｉ ア プ リ では 、 ま ず最初 に 、① の部分を実行 します 。

Mk02と い う IApp l i c at i onを実 行し な さい 、 と い う 意味にな り ま す 。

そ し て 、 その 内部の 、 sta r t( )｛ ・ ・ ・ ｝ で囲 われた部分 が具 体的には実行 され る こ と にな り ま す 。

そ こ に は 、 Mk02 d ( )と 書 か れ て い ま す の で 、 次 の c l as s Mk02 d e x t end s Canv asが 実 行さ れ る わ け

で す 。

ｉ ア プ リ に おけ る 、 Javaプ ログ ラム の基本構 造は次のよ う にな り ま す 。

01 宣言 部 ： ｉ ア プ リ で使 う 命令を読み込む 部分。

こ の 場 合 は 、 命 令 セ ッ ト 「 com . n t tdoc omo . u i」 の す べ て (* )を 読 み込 みな さ い 、 と い う意 味 。

02～ 06 メ イ ン ク ラ ス 部 ： こ の部分 で実際に 実行す る ク ラ ス の 名前を定義し ます 。

07～ 21 実行 部 ：実 際にプ ロ グ ラ ムで動 作する部 分。

そ し て 、 実行部は次の 部分に分 類され ます 。

08 宣言 部 ： 変 数 （ 数 値 を入 れる 箱 ） な ど 、 そ の ク ラ ス内 で 利 用す る す べ ての 変 数を こ こ で 記述

し てお き ま す 。 「 ク ラ ス内で 変数を宣言 してお く 」 と い う際 にはこ こ を指しま す 。

09～ 12 コ ン ス ト ラ ク タ ： 宣 言 部 で 定 義 し た 変 数 の 初 期 値 を 代 入 し ま す 。 変 数 に 限 ら ず ｉ ア プ リ で 利

用す る様々 な設定値の 初期化を行い ます 。

13～ 20 実 行 部 ： こ の ソ ー ス で は ペ イ ン ト ・ 描 画 部 が そ れに あ た り ま す 。 こ の よ う に 実 際の 実 行 をす る

部 分 群 を言 い ます 。 こ れ以 外 に は 、 ア ク シ ョ ン ゲ ー ム で 当 た り 判定 を し た り 、 ど の キー が押 さ

れ た か な ど を 調 べ た り す る な ど 、 実 際 の 処 理 を pub l i c vo i d . . . ( ) {・ ・ ・ }で く く っ た内 部 に そ れ

ら の処理 を記 述し てお き ま す 。
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【 ワ ン ポ イ ン ト 】 ｉ ア プ リ は フ ォ ル ダ に ま と め る よ う な も の？ ！

前述のソース では い く つ かの ブ ロ ッ ク に プ ロ グ ラ ムが分かれてい る こ と が わか り ま し た 。

そ こ で 、 次の よ う な図に し てみ る と わ か り や すい で し ょ う 。

Mk02

com.n t tdocomo Mk02d

い ろ い ろな命令

・ ・ ・ ・

こ ん な 変 数 を こ ｺﾝｽﾄﾗｸﾀ

の Mk 0 2 dで は 使

いますよ！ wに は画面の縦 サイ ズ を入れておき ま し ょ う 。

star t ( ) in t w .h ; ( w=ge tW id th( ) ; )

St r i ng ・ ・ ・ ・ hには画面 の横サイ ズ を入 れてお き ま し ょ う 。

Mk02dを実行 ( h=getHe ig ht ( ) ; )

しな さ い！

pa in t ( )

画面 を黒 く塗 り つ ぶ し て 、 色を白に し て 、 文字を

表示 して ・ ・ ・ ・

こ の よ う に い く つ か の ま と ま り に分 け られ ます 。

後 述 の ス レ ッ ド と い う 処 理 で は 、 機 能 を付 加 す る よ う に な る の で す が 、 そ の 際 も 、 フ ォ ル ダ に 特 殊 な

設 定をする 、 い う よ う に イ メ ージ する と わか り やす いで し ょ う 。

【 ワ ン ポ イ ン ト 】 オ ブ ジ ェ ク ト 指 向

後述のソース 解説内 には、 ～に対 して 、 と い う記述が多数 みら れ ます 。

これは Javaに限 ら ず 、 オ ブ ジ ェ ク ト指向 と よばれ る プ ロ グ ラ ミ ン グ言 語特有の 考え方で す 。

ソー スでは 、 gと い う グ ラ フ ィ ッ ク ス を生成し 、利 用でき る よ う に し て い ます 。

そ し て 、 その gに対し て 、私 た ちは いろい ろな描画処理 を施すこ と にな るの です 。

ち ょ う ど 、 リ モ コ ン を使い 、 テ レ ビ に対 して チ ャ ン ネル を変え さ せる と い っ た よ う に 、 です 。

こ の よ う に し て 、 プ ロ グ ラ ム で扱 え る様 々な パーツ に対 し 、 い ろ い ろな指 示 ・ 命令 （ これ を メ ソ ッ ド と い

い ま す ） を与 え る よ う に し て記 述 し て書 かれ る プ ロ グ ラ ミ ン グ 言語 を 、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向型 のプ ログ ラ ム と

い い ま す 。

具体的には 、 g .d rawSt r in g ( )と い よ う に 、 ピ リ オ ド で オ ブ ジ ェ ク ト と メ ソ ッ ド が区 切られ ます 。

そ こ で 、 そ の ピ リ オ ド を 「 ～ に 対 し て 」 と 読 む よ う に す る と 、 他 の 人 が 書 い た プ ロ グ ラ ム で も 容 易 に 読

め る よ う に な るで し ょ う 。

ち なみに メ ソ ッ ド では かな ら ず ( )がつ きま す 。



*1 com. nt tdocomo . u iと い う命令群 すべて 、 と い う意味 。 ～ u iと い う命 令セ ッ ト は い く つ も あ る のです 。

*2 こ の ｉ ア プ リ名 。

*3 こ の Javaプ ロ グ ラムが 、 ｉ ア プ リ で あ る こ と を示して い ま す 。

*4 携帯の画面 （ Disp lay） を使え る よ う に しな さい 、 と い う意味 。

*5 07行目の Mk02dと同一でなければな り ません 。

*6 04行目で使える よ う に宣言した ク ラ ス名です 。

*7 キ ャ ン バス型 と い う グ ラ フ ィ ッ ク に特化し た ｉ ア プ リ を作る と き に記述しま す 。

*8 wと hと い う整数型の変数を使える よ う に しな さい 、 と い う意味。

*9 Mk02d内で利用する変数等の 初期値を設定し てい ます 。

*10 携帯の画面の横方向の数値を自動的に検知します 。

*11 携帯の画面のたて方向の数値を自動的に検知し ます 。

*12 こ の ま と ま り では描画 （ pai nt） し な さ い 、 と い う意味。

*13 gと い う グ ラ フ ィ ッ ク ス を生成しな さい 、 と い う意味。 この gに対し て様々 な命令を して い き ま す 。

*14 gを使え る よ う に しな さい （ ロ ッ ク し て い る何か反対のよ う な気は しますが ） 、 と い う意味 。

*15 gに対して色を設定しな さい 、 と い う意味。

*16 赤 ・緑 ・青そ れぞ れの値を 0にし た色の値を求 めてい ま す 。 光の ３原色については後述。

*17 （ 0 ,0） と い う座標値か ら 、画面の横サイ ズ 、縦サ イ ズい っ ぱい ま で塗 り つぶ して い ま す 。

*18 赤 ・緑 ・青そ れぞ れの値がすべて 255と い う のは白です 。

*19 gに対して文字を表示しな さい 、 と い う意味。 縦の座標値は hの ２分の １ と し てい ま す 。

*20 ロ ッ ク し た画面を解除して 、描画処理を終えます 。
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４ ． プ ロ グ ラ ム を理 解 し て み ま し ょ う

ソ ー ス を 全 て理 解 し よ う と す る こ と は 、 現 時 点 で は あま り 意 味 があ り ま せ ん 。 そ れ は ま ず ｉ ア プ リ 開発

の 流れを体得す る方が左記だか らで す 。

こ こ では 、い ち お う ポ イ ン ト に絞 っ て 、命 令の解説 をし た い と思います 。

わか る 範囲で 、 適宜覚 える よ う に し て く だ さ い 。

-----------------------------------Mk02 . j a va---------------------------------

01 : import com .n t tdocomo .u i . * ;*1

02 : pub l i c c l ass Mk02 extends IApp l i c at i on {
*2 *3

03 : pub l i c vo i d star t ( ) {

04 : D i sp lay .se tCur ren t ( new Mk02d ( ) ) ;
*4 *5

0 5 : }

06 : }

07 : c l ass Mk02d extends Canvas {
*6 *7

*80 8 : i n t w , h ;

09 : pub l i c Mk02d ( ) {
*9

1 0 : w=ge tWid th ( ) ;
*10

1 1 : h= getHe igh t ( ) ;
*11

1 2 : }

13 : pub l i c vo i d pa i nt ( G raph i cs g ) {
*12 *13

1 4 : g . l ock ( ) ;
*14

1 5 : g . setCo l o r (g .ge tCol o rOfRGB(0 , 0 ,0 ) ) ;*15 *16

1 6 : g . f i l l Rec t (0 , 0 ,w ,h ) ;
*17

17 : g . setCo l o r( g .ge tCol o rOfRGB(255 ,255 ,255 ) ) ;
*18

18 : g . drawSt r i ng ("通 話中 " ,0 ,h/2 ) ;
*19

19 : g . un l ock ( t rue) ;
*20

20 : }

21 : }

--- ----------------------------------------------------------------------------


